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"'full 
p
o
w
e
r
s
'
m
e
a
n
s
 a
 d
o
c
u
m
e
n
t
 e
m
a
n
a
t
i
n
g
 f
r
o
m
 the c
o
m
p
e
t
e
n
t
 authority of a

 State designating a
 pe
r
s
o
n
 o
r
 p
e
r
s
o
n
s
 to 

represent the State for negotiating, 
a
d
o
p
t
i
n
g
 or authenticating the text of a

 treaty, 
for expressing the c

o
n
s
e
n
t
 of the State to b

e
 

b
o
u
n
d
 b
y
 a
 treaty, or for a

c
c
o
m
p
l
i
s
h
i
n
g
 a
n
y
 other act w

i
t
h
 respect to a

 treaty".) 
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条
約
法
条
約
の
逐
条
コ
メ
ン
タ
リ
ー

条
で
、
留
保
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
た
。

①
ブ
ラ
イ
ア
リ
ー
草
案

in their a
p
p
l
i
c
a
t
i
o
n
 to t
h
a
t
 State".) 

う。」

第
二
条
1
項

国
際
法
委
員
会

国
際
法
委
員
会
に
よ
る
条
約
法
の
法
典
化
に
あ
た
っ
て
、
最
初
の
特
別
報
告
者
に
任
命
さ
れ
た
ブ
ラ
イ
ア
リ
ー

「
…
…
留
保
と
は
、
国
又
は
国
際
機
関
と
条
約
の
一
ま
た
は
二
以
上
の
現
在
の
当
事
者
又
は
将
来
の
当
事
者
と
の
関
係
に
関
す
る
限
り
に
お
い
て
、

(
l
)
 

当
該
条
約
の
効
果
を
制
限
し
又
は
変
更
す
る
特
別
の
条
件

(
t
e
r
m
)

を
い
う
。
」

「

(
d
)

起

草

経

緯 (
d
)
 

（三）

八
七

（
八
七
）

(J. 
L. Brierly) 
は
、
草
案
第
一
〇

「
留
保
」
と
は
、
国
が
、
条
約
の
特
定
の
規
定
の
自
国
へ
の
適
用
上
そ
の
法
的
効
果
を
排
除
し
又
は
変
更
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
条
約
へ
の
署

名
、
条
約
の
批
准
、
受
諾
若
し
く
は
承
認
又
は
条
約
へ
の
加
入
の
際
に
単
独
に
行
う
声
明
（
用
い
ら
れ
る
文
言
及
び
名
称
の
い
か
ん
を
問
わ
な
い
）
を
い

(^: r
e
s
e
r
v
a
t
i
o
n
'
m
e
a
n
s
 a
 unilateral 
s
t
a
t
e
m
e
n
t
,
 
h
o
w
e
v
e
r
 p
h
r
a
s
e
d
 o
r
 
n
a
m
e
d
,
 m
a
d
e
 b
y
 a
 State, 
w
h
e
n
 signing, 
ratifying, 
a
c
c
e
p
t
i
n
g
,
 

a
p
p
r
o
v
i
n
g
 o
r
 a
c
c
e
d
i
n
g
 to a
 treaty, 
w
h
e
r
e
b
y
 it 
p
u
r
p
o
r
t
s
 to 
e
x
c
l
u
d
e
 o
r
 to m
o
d
i
f
y
 t
h
e
 legal effect o
f
 certain p
r
o
v
i
s
i
o
n
s
 o
f
 t
h
e
 treaty 

中

野

徹

也



ブ
ラ
イ
ア
リ
ー
の
コ
メ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
「
こ
の
規
定
の
目
的
は
、
本
草
案
で
用
い
ら
れ
る
『
留
保
」
と
い
う
用
語
の
意
味
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
用
語
は
、
条
約
の
当
事
国
間
に
お
い
て
、
特
定
の
当
事
国
と
他
の
す
べ
て
の
当
事
国
又
は
若
干
の
当
事
国
と
の
間
に
適
用
さ
れ
る
場
合
に
、
条

約
の
効
果
を
制
限
し
又
は
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
合
意
を
意
味
す
る
特
別
の
約
定

(stipulation)

を
い
う
。
そ
れ
は
、
国
又
は
利
害
関
係
の
あ
る

示
的
に
又
は
黙
示
的
に
同
意
さ
れ
な
い
限
り
、

国
際
機
関
が
、
単
に
か
か
る
条
件
を
提
案
で
き
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
か
か
る
提
案
は
、
他
の
諸
国
又
は
関
係
国
際
機
関
に
よ
り
、
明

(
2
)
 

い
か
な
る
効
果
を
も
有
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
」
。

こ
の
よ
う
に
、
ブ
ラ
イ
ア
リ
ー
は
、
「
留
保
は
、
当
事
国
間
の
合
意

(
b
a
r
g
a
i
n
)

の
一
部
で
あ
り
、
そ
れ
が
有
効
と
さ
れ
る

相
互
の
同
意
を
要
す
る
」
と
の
立
場
か
ら
、
留
保
を
定
義
し
よ
う
と
し
た
。
留
保
は
一
方
的
声
明
と
い
う
よ
り
も
、
合
意
で
あ
る
と
の
観
念
が
前
面
に
押

し
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
留
保
と
は
、
「
条
約
の
」
効
果
を
制
限
し
又
は
変
更
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
も
若
干
留
意
し
て
お
き
た
い
。

残
念
な
が
ら
、
こ
の
条
文
草
案
は
委
員
会
で
ほ
と
ん
ど
審
議
さ
れ
な
か
っ
た
。

(H. L
a
u
t
e
r
p
a
c
h
t
)
 
は
、
留
保
の
定
義
に
関
す
る
条
文
草
案
を
提
出
す
る
前
に
、
国
際
司
法
裁
判

所
判
事
と
し
て
転
出
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
三
番
目
の
特
別
報
告
者
に
任
命
さ
れ
た
フ
ィ
ッ
ツ
モ
ー
リ
ス
は

六
年
に
提
出
し
た
「
条
約
法
に
関
す
る
法
典
」
草
案
の
第
一
三
条
一
項
で
、
留
保
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
た
。

と
は
、
留
保
を
付
す
国
が
条
約
の
特
定
の
部
分
若
し
く
は
複
数
の
部
分

(
s
o
m
e
p
a
r
t
i
c
u
l
a
r
 s
u
b
s
t
a
n
t
i
v
e
 p
a
r
t
 o
r
 p
a
r
t
s
 
o
f
 t
h
e
 

t
r
e
a
t
y
)

に
拘
束
さ
れ
な
い
こ
と
を
意
図
し
て
、
又
は
、
当
該
部
分
若
し
く
は
複
数
の
部
分
を
履
行
し
な
い
権
利
又
は
そ
れ
ら
の
適
用
を
変
更
す
る

権
利
を
留
保
し
て
、
署
名
、
批
准
、
加
入
又
は
受
諾
の
際
に
単
独
に
行
う
声
明
を
い
う
。
た
だ
し
、
関
係
国
が
単
に
条
約
の
履
行
方
法
を
提
案
す
る

宣
言
、
了
解
又
は
解
釈
の
宣
言
は
、
留
保
に
は
含
ま
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
が
条
約
の
文
言
又
は
効
果
の
変
更
を
含
意
し
て
い
る
場
合
に
は
、

(
3
)
 

こ
の
限
り
で
な
い
。
」

「
『
留
保
』

二
番
目
の
特
別
報
告
者
で
あ
る
ロ
ー
タ
ー
パ
ク
ト

切
フ
ィ
ッ
ツ
モ
ー
リ
ス
草
案

関
法
第
五
五
巻

一
号

(Sir G
e
r
a
l
d
 F
i
t
z
m
a
u
r
i
c
e
)

は、

一
九
五

¥
¥
 

J

J

 

(
e
f
f
e
c
t
i
v
e
n
e
s
s
)

に
は

（
八
八
）



条
約
法
条
約
の
逐
条
コ
メ
ン
タ
リ
ー

（三）

フ
ィ
ッ
ツ
モ
ー
リ
ス
は
、
第
一
三
条
に
つ
い
て
は
、
「
自
明
の
こ
と
で
あ
る
」
と
し
、

し
た
草
案
第
三
七
条
で
、
補
足
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
関
係
条
約
の
規
定
か
ら
の
な
ん
ら
か
の
逸
脱
を
伴
う
留
保
だ
け
が
、
正
式
に
留
保

(4) 

と
み
な
さ
れ
る
。
こ
こ
で
留
保
と
い
う
用
語
は
、
そ
の
意
味
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
」
。
し
た
が
っ
て
、
単
な
る
説
明
に
す
ぎ
な

(
5
)
 

い
宣
言
又
は
解
釈
及
び
解
釈
の
範
囲
内
で
の
意
思
表
示
は
、
留
保
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。

フ
ィ
ッ
ツ
モ
ー
リ
ス
草
案
の
特
徴
は
、
留
保
を
単
独
に
行
う
声
明
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
、
解
釈
宣
言
は
留
保
で
は
な
い
こ
と
が
明
示
的
に
規
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
「
条
約
」
で
は
な
く
条
約
の
「
特
定
の
部
分
」
か
ら
出
発
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
条
文
も
、
時
間
の
関
係
上
、
審
議
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

「
「
留
保
」
と
は
、
国
が
、
条
約
へ
の
署
名
、
条
約
の
批
准
、
条
約
へ
の
加
入
又
は
条
約
の
承
認
の
際
に
、
自
国
と
他
の
当
事
国
又
は
他
の
複
数
の

当
事
国
と
の
適
用
上
、
条
約
の
法
的
効
果
を
変
更
す
る

(
6
)
 

件
と
し
て
指
定
す
る
単
独
に
行
う
声
明
を
い
う
。
」

ウ
ォ
ル
ド
ッ
ク
も
、
こ
れ
を
自
明
と
考
え
た
の
で
、
こ
の
定
義
案
に
対
し
て
コ
メ
ン
タ
リ
ー
を
準
備
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
特
別
報
告

者
が
提
案
し
た
定
義
案
と
は
異
な
り
、

(vary)

こ
と
に
な
る
一
定
の
条
件
を
、
条
約
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
の
条

ウ
ォ
ル
ド
ッ
ク
草
案
で
は
「
条
約
の
法
的
効
果
を
変
更
す
る
」
と
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
委
員
会
で
は
ま
っ
た
く
議
論
の
対
象
に
な
ら
ず
、
起
草
委
員
会
が
再
起
草
し
た
次
の
よ
う
な
条
文
案
が
、

「
『
留
保
』
と
は
、
国
が
、
条
約
の
特
定
の
規
定

(
s
o
m
e
provisions) 

で
唐
突
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ス
が
提
案
し
た
定
義
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
な
定
義
を
提
案
し
た
。

四
番
目
の
特
別
報
告
者
で
あ
る
ウ
ォ
ル
ド
ッ
ク

③
ウ
ォ
ル
ド
ッ
ク
草
案

八
九

（
八
九
）

の
自
国
へ
の
適
用
上
そ
の
法
的
効
果
を
排
除
し
又
は
変
更
す
る
こ
と
を
意

(Sir H
u
m
p
h
r
e
y
 W
a
l
d
o
c
k
)

は、

一
九
六
二
年
の
第
六
六
一
会
合

一
九
六
二
年
に
提
出
し
た
第
一
報
告
書
で
、

フ
ィ
ッ
ツ
モ
ー
リ

コ
メ
ン
ト
を
付
さ
な
か
っ
た
が
、
「
留
保
（
基
本
原
則
）
」
と
題



九
〇
(
7
)
 

図
し
て
、
条
約
へ
の
署
名
、
条
約
の
批
准
、
条
約
へ
の
加
入
又
は
条
約
の
受
諾
の
際
に
単
独
に
行
う
声
明
を
い
う
」
。

ウ
ォ
ル
ド
ッ
ク
草
案
と
の
主
た
る
相
違
は
、
「
条
件
」
と
い
う
文
言
が
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
「
条
約
」
か
ら
「
条
約
の
特
定
の
規
定

(
s
o
m
e

へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
及
び
「
排
除
し
」
と
い
う
文
言
が
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

い
て
の
説
明
は
な
か
っ
た
。
こ
の
後
も
委
員
会
で
議
論
の
対
象
に
な
る
こ
と
な
く
、
こ
の
再
起
草
さ
れ
た
条
文
に
「
承
認
す
る

「
『
留
保
」
と
は
、
国
が
、
条
約
の
特
定
の
規
定

(
s
o
m
e
p
r
o
v
i
s
i
o
n
s
)
 

の
三
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
変
更
点
に
つ

の
自
国
へ
の
適
用
上
そ
の
法
的
効
果
を
排
除
し
又
は
変
更
す
る
こ
と
を
意

(
8
)
 

図
し
て
、
条
約
へ
の
署
名
、
条
約
の
批
准
、
条
約
へ
の
加
入
、
条
約
の
受
諾
又
は
承
認
の
際
に
単
独
に
行
う
声
明
を
い
う
」
。

こ
う
し
て
採
択
さ
れ
た
仮
草
案
に
対
し
て
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
日
本
の
み
が
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
た
。
ま
ず
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
「
英
文
の

s
o
m
e
p
r
o
 ,
 

d
"
 

•• 

が
対
応
し
て
い
な
い
。
仏
文
に
合
わ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
。
こ
れ
に
は
、

v
i
s
i
o
n
s
と
仏
文
の

c
e
r
t
a
m
e
s

1spos1t10ns 

ド
ッ
ク
も
賛
成
の
意
を
示
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
日
本
は
、
「
『
又
は
変
更
す
る

(or v
a
r
y
)
』
を
『
制
限
す
る

る
。
あ
る
規
定
の
法
的
効
果
を
制
限
す
る
声
明
の
み
が
、
留
保
と
い
う
用
語
の
意
味
の
範
囲
内
に
入
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
、

「
国
が
、
…
…
自
国
の
権
利
を
拡
大
す
る
条
件
を
課
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
単
独
に
行
う
声
明
は
、
『
留
保
』

(
9
)
 

し
、
用
語
の
置
き
換
え
に
は
否
定
的
だ
っ
た
。

か
ん
を
問
わ
な
い
」
と
の
一
節
が
追
加
さ
れ
た
以
外
に
は
、
特
に
議
論
は
な
く
、
委
員
会
最
終
草
案
は
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。

ウ
ォ
ル

ウ
ォ
ル
ド
ッ
ク
は
、

と
し
て
扱
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
」
と
回
答

一
九
六
五
年
か
ら
審
議
を
再
開
し
た
。
そ
し
て
、
「
名
称
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
条
約
の
特
定
の

(10) 

を
排
除
し
又
は
変
更
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
声
明
の
い
ず
れ
も
、
留
保
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
」
す
る
た
め
に
、
「
用
い
ら
れ
る
文
言
及
び
名
称
の
い

「
『
留
保
』
と
は
、
国
が
、
条
約
の
特
定
の
規
定
の
自
国
へ
の
適
用
上
そ
の
法
的
効
果
を
排
除
し
又
は
変
更
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
条
約
へ
の
署

名
、
条
約
の
批
准
、
条
約
へ
の
加
入
、
条
約
の
受
諾
又
は
承
認
の
際
に
単
独
に
行
う
声
明
（
用
い
ら
れ
る
文
言
及
び
名
称
の
い
か
ん
を
問
わ
な
い
。
）

を
い
う
」
。

さ
て
、
委
員
会
は
、

し
た
条
文
が
、

一
九
六
二
年
の
委
員
会
仮
草
案
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

p
r
o
v
i
s
i
o
n
s
)
」

関
法

第
五
五
巻
一
号

(certain)

規
定
の
法
的
効
果

(restrict)
」
に
置
き
換
え
る
べ
き
で
あ

(
a
p
p
r
o
v
i
n
g
)
」
を
付
加

（
九

O
)



条
約
法
条
約
の
逐
条
コ
メ
ン
タ
リ
ー

い
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、

（三）

は
、
特
定
の
規
定
の
法
的
効
果
を
『
制
限
す
る
』

2
．
外
交
会
議

こ
の
条
文
案
に
付
さ
れ
た
コ
メ
ン
タ
リ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

九

（
九

「
こ
の
定
義
は
、
国
が
、
条
約
へ
の
署
名
、
条
約
の
批
准
、
条
約
へ
の
加
入
、
条
約
の
受
諾
又
は
承
認
の
際
に
、
あ
る
問
題
を
ど
の
よ
う
に
了
解
す

る
か
、
又
は
、
特
定
の
規
定
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
に
つ
い
て
宣
言
を
行
う
こ
と
が
た
び
た
び
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
で
あ
る
。
か
か
る
宣
言

は
、
単
に
国
が
自
国
の
立
場
を
明
確
に
す
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
も
あ
れ
ば
、
留
保
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
は
、
当
該
宣
言
が
、

(12) 

採
択
さ
れ
た
条
文
の
文
言
の
適
用
を
変
更
す
る
又
は
排
除
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
」
。

外
交
会
議
で
は
、
委
員
会
最
終
草
案
第
二
条
一
項

(
d
)

ら
の
修
正
案
を
め
ぐ
る
全
体
委
員
会
の
審
議
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

中
国
、

チ
リ
お
よ
び
第
一
会
期
に
提
出
さ
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
修
正
案
は
、
い
ず
れ
も
「
条
約
」
の
前
に
「
多
数
国
間
」
と
い
う
文
言
を
追
加
す
る
こ

(14) 

と
を
要
求
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
チ
リ
代
表
は
、
「
留
保
は
、
多
数
国
間
条
約
に
対
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
二
国
間
条
約
に

は
出
ず
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、

(13) 

に
対
し
て
、
第
一
会
期
及
び
第
二
会
期
併
せ
て
計
六
カ
国
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ

対
し
て
留
保
を
付
す
可
能
性
を
妨
げ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
見
す
る
と
不
必
要
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
そ
の
立
場
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
有

(15)

（

16) 

益
だ
ろ
う
」
と
述
ぺ
て
い
た
。
中
国
お
よ
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
代
表
も
同
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
修
正
案
に
つ
い
て
は
、
特
に
反
対
の
意
見

(17) 

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
お
よ
び
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
は
明
確
に
支
持
し
て
い
た
。

ま
た
、

つ
い
て
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
「
排
除
す
る
」
の
前
に
「
制
限
す
る
」
(
l
i
m
i
t
)

と
の
文
言
の
追
加
を
要
求
す
る
修
正
案
を
提
出
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
に

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
代
表
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
「
間
違
い
な
く
、
『
排
除
し
又
は
変
更
し
」

(to
e
x
c
l
u
d
e
 o
r
 to v
a
r
y
)
 

と
。
さ
ら
に
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、

と
い
う
文
言
に
(18) 

(
l
i
m
i
t
)
 

:
?
~
-
R

が
含
ま
れ
う
る
が
、
明
示
的
に
含
ま
れ
る
と
述
べ
て
お
く
ほ
う
が
好
ま
し
い
だ
ろ
う
」

ハ
ン
ガ
リ
ー
も
、
「
排
除
し
又
は
変
更
し
」
の
後
に
「
解
釈
し
」
と
の
文
言
を
追
加
し
た
修
正
案
を
提
出
し
て

ハ
ン
ガ
リ
ー
代
表
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
「
こ
の
修
正
案
の
目
的
は
、
『
留
保
』
と
い
う
用
語
の
範
囲
を
、
解
釈



定
の
諸
国
に
と
っ
て
議
論
の
余
地
の
あ
る
条
項
の
意
味
を
、
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
あ
る
国
家
に
特
有
の
一
定

~
こ
ま
‘

ヵ
i
'
>

宜
言
を
も
含
め
る
よ
う
に
拡
大
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
時
に
、
国
家
は
、
特
定
の
規
定
に
特
別
な
意
味
を
帰
属
さ
せ
る
解
釈
に
関
す
る
宜
言
を
付
す
こ
と

が
あ
る
。
現
在
の
文
言
で
は
、
当
該
定
義
が
か
か
る
宣
言
を
含
む
も
の
で
あ
る
か
否
か
、
及
び
第
一
六
条
か
ら
第
二

0
条
（
現
第
一
九
条
か
ら
第
二
三
条

ー
中
野
注
）
ま
で
の
規
定
が
そ
の
よ
う
な
宣
言
に
適
用
さ
れ
る
の
か
否
か
が
、
必
ず
し
も
明
確
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
解
釈
に
関
す
る
宣
言

(19) 

は
、
留
保
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
を
、
明
示
的
に
規
定
す
る
ほ
う
が
好
ま
し
い
」
と
。

さ
て
、
こ
の
二
つ
の
修
正
案
に
つ
い
て
、
各
国
の
立
場
は
分
か
れ
た
。
第
一
に
、
シ
リ
ア
ア
ラ
ブ
共
和
国
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
お
よ
び
や
や
消
極

(20) 

的
で
は
あ
る
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
修
正
案
を
支
持
し
た
。
第
二
に
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
レ
バ
ノ
ン
お
よ
び
モ
ン
ゴ
ル
人
民

(21) 

共
和
国
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
修
正
案
を
支
持
し
た
。
第
三
に
、
シ
リ
ア
ア
ラ
ブ
共
和
国
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
及
び
ソ
連
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

(22) 

ン
修
正
案
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
修
正
案
を
共
に
支
持
し
て
、
両
者
を
統
合
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
。
な
か
で
も
、
シ
リ
ア
ア
ラ
ブ
共
和
国
は
、

「
多
く
の
場
合
、
留
保
は
、
条
約
の
法
的
効
果
を
制
限
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
付
さ
れ
る
」
の
で
、

は
ハ
ン
ガ
リ
ー
修
正
案
と
統
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
「
条
約
の
特
定
の
規
定
の
自
国
へ
の
適
用
上
そ
の
解
釈
を
排
除
し
若
し
く
は
制
限
す
る
又

(23) 

は
そ
の
法
的
効
果
を
変
更
す
る
」
と
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
。
第
四
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
及
び
ア
メ
リ
カ
は
、
解

る
な
ど
と
主
張
し
て
、

釈
に
関
す
る
宣
言
は
、
条
約
の
特
定
の
規
定
の
法
的
効
果
を
排
除
し
又
は
制
限
し
若
し
く
は
変
更
す
る
場
合
に
の
み
、
留
保
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な

(24) 

ハ
ン
ガ
リ
ー
修
正
案
に
は
反
対
の
立
場
を
と
っ
た
。
第
五
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
お
よ
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
「
解
釈
宣
言
を
含
め
る

の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

た
め
に
、
留
保
に
適
用
可
能
な
規
則
が
拡
大
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
」
ず
、
ま
た
「
変
更
す
る
」

(
v
a
r
y
)

に
は
、
「
制
限
す
る
」
(

l

i

m

i

t

)

(25) 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
お
よ
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
修
正
案
を
い
ず
れ
も
支
持
し
な
い
と
の
立
場
を
と
っ
た
。

こ
う
し
た
各
国
の
見
解
の
相
違
を
受
け
、
会
議
に
顧
問
と
し
て
参
加
し
て
い
た
ウ
ォ
ル
ド
ッ
ク
は
、

に
述
べ
て
い
た
。
「
国
際
法
委
員
会
は
、
解
釈
宣
言
の
問
題
を
認
識
し
た
が
ゆ
え
に
、
現
在
の
形
式
で
本
項
を
起
草
し
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
宣
言
の
な

一
般
的
性
質
を
有
し
、
条
約
の
意
味
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
客
観
的
に
解
釈
す
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
疑
義
の
あ
る
条
項
又
は
特

関
法
第
五
五
巻

一
号

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
修
正
案
に
賛
成
し
つ
つ
も
、
そ
れ

コ
メ
ン
ト
を
求
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う

九

（
九
二
）



条
約
法
条
約
の
逐
条
コ
メ
ン
タ
リ
ー

こ
の
発
言
だ
け
で
あ
る
。

（三）

の
状
況
に
お
け
る
条
約
の
適
用
方
法
を
扱
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
委
員
会
は
、
留
保
と
は
、
特
定
国
へ
の
適
用
上
、
特
定
の
規
定
の
法
的
効
果
を
排
除

し
又
は
変
更
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
宣
言
を
意
味
す
る
と
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
て
き
た
。
こ
の
問
題
は
、
綿
密
な
検
討
を
要
す
る
が
、

(26) 

解
釈
に
関
す
る
宣
言
一
般
に
、
『
留
保
」
と
い
う
用
語
を
適
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。

結
局
、
こ
れ
ら
の
修
正
案
は
、
起
草
委
員
会
へ
送
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
見
解
の
相
違
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
最
終
的
に
全
体
委
員
会
が
採
択
し
た
条
文
案
は
、
「
条
約
へ
の
加
入
、
条
約
の
受
諾
又

正
し
た
こ
と
を
除
き
、
国
際
法
委
員
会
最
終
草
案
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
起
草
委
員
会
議
長
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
「
起
草
委
員
会
は
、
（
第
二
会
期
で
提
出
さ

れ
た
ー
中
野
注
）

果
を
変
更
し
』

ハ
ン
ガ
リ
ー
修
正
案
を
除
き
、
す
べ
て
の
修
正
案
を
不
要
と
考
え
た
。
し
か
し
、
用
語
を
統
一
す
る
た
め
に
、
英
語
版
で
の

(to v
a
r
y
 t
h
e
 l
e
g
a
l
 effect) 
と
い
う
表
現
を
、
『
法
的
効
果
を
変
更
し
』

(to
m
o
d
i
f
y
 t
h
e
 l
e
g
a
l
 effect) 

な
ぜ
な
ら
、
留
保
の
法
的
効
果
を
扱
っ
て
い
る
第
一
九
条
が
、
『
変
更
す
る
」

(
v
a
r
y
)

で
は
な
く
『
変
更
す
る
』

(
m
o
d
i
f
y
)

と
い
う
用
語
を
用
い
て
い

(27)

（

28) 

る
か
ら
で
あ
る
」
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
全
体
委
員
会
で
承
認
さ
れ
、
本
会
議
で
も
、
賛
成
九
四
、
反
対
三
で
採
択
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
現
行
規
定
が
成
立

と
こ
ろ
で
、
全
体
委
員
会
で
の
討
議
に
お
い
て
、

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
第
二
条
1
項

(
d
)

し
た
の
で
あ
る

は
承
認
」
を
「
受
諾
若
し
く
は
承
認
又
は
条
約
へ
の
加
入
」

九

『
法
的
効

へ
修
正
し
た
こ
と
、
お
よ
び
「
変
更
す
る
」

(
v
a
r
y
)

を
「
変
更
す
る
」

(
m
o
d
i
f
y
)

に
置
き
換
え
る
こ
と
に
し
た
。

チ
リ
代
表
は
、
次
の
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
『
条
約
の
特
定
の
規
定
の
法
的
効
果

を
変
更
す
る
』
と
い
う
文
言
は
、
留
保
は
、
そ
れ
が
ど
の
規
定
に
係
る
も
の
で
あ
る
か
を
、
明
確
に
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
と

(29) 

了
解
し
た
。
不
明
確
な
留
保
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
」
。
筆
者
の
知
る
限
り
、
外
交
会
議
を
通
し
て
「
条
約
の
特
定
の
規
定
」
の
意
味
に
言
及
し
た
の
は
、

は
成
立
し
た
の
で
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
こ
こ
で
は
、
次
の
二
点
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
当
初
、
留
保
は
「
条
約
の
効
果
」
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
後
に
「
条
約
の
特
定
の
規
定
」
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
さ
れ

た
こ
と
。
第
二
に
、
日
本
政
府
の
コ
メ
ン
ト
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
「
法
的
効
果
を
変
更
す
る
」
と
は
、
「
制
限
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
の
見
解

（
九
三
）

に
修



が
あ
る
一
方
で
、
特
別
報
告
者
並
び
に
若
干
の
諸
国
は
「
拡
大
す
る
」
こ
と
も
含
ま
れ
る
と
解
し
て
い
た
こ
と
。

一
九
七
八
年
の
条
約
承
継
条
約
第
二
条
一
項

(
j
)
で
は
、
承
継
国
が
、
条
約
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
通
告
を
行
う
際
に
留
保
を
表

明
す
る
こ
と
、
又
は
先
行
国
の
留
保
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
考
慮
か
ら
、
留
保
の
表
明
時
期
と
し
て
「
条
約
承
継
の
通
告
を

一
九
八
六
年
の
国
際
機
構
条
約
法
条
約
第
二
条
一
項

(
d
)

れ
る
と
と
も
に
、
表
明
時
期
と
し
て
「
正
式
確
認
」
（
批
准
に
相
当
）

で
は
、
留
保
の
表
明
主
体
と
し
て
国
際
機
関
が
追
加
さ

の
際
が
追
加
さ
れ
た
。
し
か
し
、
留
保
と
そ
れ
以
外
の
宣
言
と
を
分
か
つ
決
定
的

な
基
準
と
考
え
ら
れ
る
「
条
約
の
特
定
の
規
定
の
法
的
効
果
を
排
除
し
又
は
変
更
す
る
」
と
い
う
性
質
に
は
、
修
正
が
施
さ
れ
て
い
な
い
。

第
二
条
1
項

(
d
)

本
項
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
一
般
的
な
定
義
を
規
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
第
二
条
1
項
の
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
こ
の

(30) 

条
約
の
適
用
上
」
、
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
た
め
に
、
「
定
義
」
で
は
な
く
「
用
語

(
U
s
e
of t
e
r
m
s
)
」
と
の
表
題
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し

枠
を
超
え
て
、
「
第
二
条
1
項

(
d
)

普
遍
的
に
支
持
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
が
、
本
項
は
、

か
し
、
こ
う
し
た
当
初
の
慎
重
な
意
図
に
も
関
わ
ら
ず
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
今
日
で
は
広
範
な
支
持
を
得
て
お
り
、
「
こ
の
条
約
の
適
用
上
」
と
い
う

(31) 

の
理
論
的
重
要
性
は
否
定
で
き
な
い
」
と
言
え
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
条
約
法
条
約
は
、
未
だ

(32) 

一
般
的
に
適
用
可
能
な
「
定
義
」
の
域
に
達
し
て
い
る
と
評
価
す
る
論
者
も
い
る
。

周
知
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
関
連
す
る
国
際
判
例
は
、
こ
の
「
定
義
」
が
非
常
に
幅
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
ず
英
仏

大
陸
棚
事
件
で
は
、
本
件
は
条
約
法
条
約
の
効
力
発
生
前
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
留
保
に
適
用
可
能
な
法
は
何
か
と
い
う
先
決
的
な
問
題
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
留
保
の
「
定
義
」
に
つ
い
て
は
、
両
当
事
国
は
、
条
約
法
条
約
第
二
条
1
項

(
d
)
を
「
留
保
を
正
し
く
定
義
し
て
い
る
」
と
認
め
て
い

(33) 

た
た
め
、
同
項
の
適
用
可
能
性
が
問
題
な
く
認
め
ら
れ
た
。

(34) 

次
に
、
テ
メ
ル
タ
ッ
シ
ュ
事
件
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
委
員
会
が
、
ス
イ
ス
の
条
約
第
六
条
3
項
(

e

)

に
対
す
る
解
釈
宣
言
を
、
条
約
法
条
約
第

日
本
項
の
意
義
と
問
題
点

行
う
際
」
が
追
加
さ
れ
た
。
ま
た
、

な
お
、

関
法
第
五
五
巻

一
号

の
注
釈

九
四

（
九
四
）
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紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（三）

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
解
釈
お
よ
び
適
用
に
あ
た
っ
て
、
ま
っ
た
＜
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

と
区
別
す
る
に
足
る
最
も
本
質
的
な
特
徴
は
、
第
三
の
要
素
で
あ
る
。
こ
の
要
素
は
、

九
五

（
九
五
）

(35) 

二
条
1
項

(
d
)

に
明
示
的
に
言
及
し
て
留
保
と
認
定
し
た
。
さ
ら
に
、
ブ
リ
ロ
事
件
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
は
、
黙
示
的
に
第
二
条
1

(36) 

項

(
d
)
に
言
及
し
て
、
ス
イ
ス
の
解
釈
宣
言
の
性
質
決
定
を
行
っ
た
。
米
州
人
権
裁
判
所
も
、
第
二
条
1
項

(
d
)

に
は
明
示
的
に
言
及
し
な
か
っ
た

(37) 

が
、
「
留
保
は
、
条
約
の
規
定
を
排
除
し
又
は
変
更
す
る
と
い
う
効
果
を
有
す
る
」
こ
と
を
想
起
し
て
い
た
。
(38) 

こ
う
し
て
、
自
由
権
規
約
人
権
委
員
会
に
よ
る
留
保
に
関
す
る
一
般
的
意
見
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
今
や
こ
の
「
定
義
」
が
慣
習
法
的
性
質

(39) 

を
有
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
疑
問
の
余
地
が
な
い
と
み
な
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
項
に
対
す
る
評
価
は
総
じ
て
肯
定
的
で
あ

本
項
は
、
三
つ
の
要
素
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
用
い
ら
れ
る
文
言
及
び
名
称
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
第
一
に
、
留
保
は
「
単
独
に
行
う
声

明
」
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
条
約
へ
の
署
名
な
ど
の
際
に
行
わ
れ
る
声
明
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
第
三
に
、
「
条
約
の
特
定
の
規
定
の
自
国
へ
の
適
用

上
そ
の
法
的
効
果
を
排
除
し
又
は
変
更
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
声
明
で
あ
る
こ
と
」
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
留
保
を
そ
れ
以
外
の
宣
言
又
は
声
明
・

一
見
議
論
の
余
地
が
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
た
と
え
ば
、

「
特
定
の
規
定
」
、
「
排
除
し
又
は
変
更
す
る
」
な
ど
の
用
語
が
具
体
的
に
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
し
か
も
、
後
述
す

る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
純
粋
に
理
論
的
な
問
題
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
実
際
に
こ
れ
ら
の
用
語
と
の
関
係
で
疑
義
の
あ
る
留
保
が
多
数
表
明
さ
れ

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
留
保
の
「
定
義
」
を
含
め
て
留
保
制
度
の
再
検
討
を
行
っ
て
い
る
国
際
法
委
員
会
は
、
「
定
義
」
に
関
わ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
草
案
を
暫
定
的
に
採
択
し
た
。
取
り
上
げ
ら
れ
た
問
題
は
多
岐
に
渡
る
が
、
と
り
わ
け
、
こ
の
第
三
の
要
素
に
関
連
し
て
、
注
目
に
値
す
る
議
論
が
な

さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
点
に
関
係
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
草
案
を
中
心
に
、
そ
の
内
容
お
よ
び
採
択
に
至
る
ま
で
に
行
わ
れ
た
委
員
会
の
議
論
を

て
い
る



択
さ
れ
る
ま
で
に
明
確
な
説
明
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

「
特
定
の
規
定
」

早
く
も
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
草
案
は
、
留
保
が
、
「
条
約
の
効
果
を
制
限
す
る
も
の
」
で
あ
る
と
の
、
今
日
に
通
ず
る
見
方
を
示
し
て
い
た
。
「
効
果
を
制
限

(limit t
h
e
 effect)
」
と
は
、
邸
田
保
が
な
か
っ
た
な
ら
、
通
常
当
該
条
約
に
よ
り
確
立
さ
れ
る
法
関
係
か
ら
生
ず
る
で
あ
ろ
う
帰
結
の
縮
小
又
は

制
限
を
意
味
す
る
。
た
と
え
ば
、
条
約
を
批
准
す
る
こ
と
は
、
未
承
認
政
府
の
承
認
を
意
味
し
な
い
、
と
い
う
類
の
「
宣
言
」
は
、
「
条
約
の
効
果
を
制

限
す
る
」
と
は
言
え
な
い
の
で
、
留
保
で
は
な
い
。
他
方
、
「
条
約
へ
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
未
承
認
政
府
と
の
関
係
で
、
何
ら
か
の
契
約
的
義
務
が

発
生
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
の
宣
百
は
、
「
留
保
」
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
多
数
国
間
条
約
は
、
通
常
、
各
条
約
当
事
国
が
他
の
す
べ
て
の
条
約
当
事

国
と
の
関
係
で
条
約
の
規
定
に
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
効
果
を
発
生
す
る
。
上
述
の
宣
言
は
、
未
承
認
政
府
を
有
す
る
他
の
い
ず
れ
か
の
当
事
国
と
の
関
係

で
は
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
条
約
当
事
国
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
、
条
約
の
効
果
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

(40) 

若
干
注
目
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
「
条
約
の
効
果
」
で
あ
っ
て
、
「
条
約
の
特
定
の
規
定
の
効
果
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

上
述
し
た
よ
う
に
、
国
際
法
委
員
会
に
よ
る
条
約
法
の
法
典
化
作
業
に
お
い
て
、
三
番
目
の
特
別
報
告
者
で
あ
る
フ
ィ
ッ
ツ
モ
ー
リ
ス
は
、
留
保
の
効

果
を
、
「
条
約
の
効
果
」
を
排
除
し
又
は
変
更
す
る
の
で
は
な
く
、
条
約
の
「
特
定
の
部
分
」
を
排
除
し
又
は
変
更
す
る
も
の
と
し
て
い
た
。
四
番
目
の

特
別
報
告
者
で
あ
る
ウ
ォ
ル
ド
ッ
ク
は
、
当
初
「
条
約
の
法
的
効
果
を
変
更
す
る
」
と
し
て
い
た
が
、
国
際
法
委
員
会
草
案
で
は
特
に
変
更
の
理
由
が
説

明
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
「
条
約
の
特
定
の
規
定
の
法
的
効
果
を
変
更
す
る
」
と
さ
れ
た
。
外
交
会
議
に
お
い
て
、
チ
リ
代
表
か
ら
、
こ
の
変
更
の
理
由

と
考
え
ら
れ
る
発
言
は
あ
っ
た
も
の
の
、
「
条
約
」
で
は
な
く
、
な
ぜ
「
条
約
の
特
定
の
規
定
」
な
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
本
項
が
最
終
的
に
採

国
際
法
委
員
会
に
よ
る
再
検
討
作
業
に
お
い
て
、
特
別
報
告
者
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
一
・
一
・
四
で
こ
の
問
題
を
扱
っ
た
。
特
別
報
告
者
に
よ
れ
ば
、

本
項
は
、
条
約
の
「
特
定
の
規
定
」
に
言
及
し
て
い
る
が
、
「
排
除
し
又
は
変
更
」
さ
れ
る
の
は
、
「
特
定
の
規
定
」
で
は
な
く
、
そ
の
「
法
的
効
果
」
で

(41) 

あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
理
解
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
留
保
、
す
な
わ
ち
、
条
約
の
特
定
の
規
定
に
係
る
の
で
は
な
く
、
条
約
全
体
に

係
る
留
保
は
多
数
あ
る
。
特
別
報
告
者
は
そ
の
例
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
、
自
由
権
規
約
を
批
准
す
る
際
に
表
明
し
た
留
保
と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
環
境

す
る
に）

関
法
第
五
五
巻

一
号

九
六

（
九
六
）
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（三）

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
留
保
は
次
の
通
り
。

の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

九
七

（
九
七
）

(42) 

改
変
技
術
の
軍
事
的
使
用
そ
の
他
の
敵
対
的
使
用
の
禁
止
に
関
す
る
条
約
を
批
准
す
る
際
に
表
明
し
た
留
保
を
挙
げ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
留
保
は
以
下

「
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
国
王
の
軍
隊
の
構
成
員
及
び
軍
隊
に
仕
え
る
者
、
並
び
に
、
性
質
の
如
何
を
問
わ
ず
、
刑
事
上
の
制
度
に
お
い
て
合
法
的
に

抑
留
さ
れ
て
い
る
者
に
対
し
て
、
時
宜
に
応
じ
て
、
業
務
の
保
全
及
び
保
護
管
理
上
の
規
律
の
維
持
の
た
め
に
必
要
と
み
な
さ
れ
る
法
及
び
手
続
を

適
用
す
る
権
利
を
留
保
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
時
宜
に
応
じ
て
、
こ
れ
ら
の
目
的
の
た
め
に
、
法
が
認
め
て
い
る
制
限
に
服
す
る
こ
と
を
条
件
と
し

(43) 

て
、
規
約
の
諸
規
定
を
受
諾
す
る
。
」

「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
は
、
永
世
中
立
国
と
し
て
の
地
位
か
ら
生
ず
る
義
務
を
考
慮
し
、
こ
の
条
約
の
枠
内
で
、
永
世
中
立
国
と
し
て
の
地
位
及

(44) 

び
国
連
の
加
盟
国
と
し
て
の
地
位
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
限
界
を
超
え
て
、
協
力
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

特
別
報
告
者
は
、
こ
う
し
た
条
約
全
体
に
係
る
留
保
を
「
横
断
的

(
a
c
r
o
s
s
e
,
 
t
h
e
'
b
o
a
r
d
)
」
留
保
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
留
保
は
、

第
二
条
1
項

(
d
)
の
文
言
に
反
し
て
い
る
が
、
数
多
く
一
貫
し
て
表
明
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
異
議
も
唱
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
社
会
的

(45) 

な
必
要
性
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
抽
象
的
な
法
論
理
の
名
で
反
対
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
と
言
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
次
の
よ
う
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
一
・
一
・
四
を
提
案
し
た
。

「
一
・
一
•
四
留
保
は
、
条
約
の
一
若
し
く
は
二
以
上
の
規
定
、
又
は
よ
り
一
般
的
に
、
国
若
し
く
は
国
際
機
関
が
意
図
す
る
条
約
全
体
の
履
行
方

(46) 

法
に
係
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
。

さ
て
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
に
関
す
る
国
際
法
委
員
会
の
審
議
で
は
、
反
対
の
意
見
が
少
な
か
ら
ず
表
明
さ
れ
た
。
主
た
る
論
拠
は
、
以
下
の
通
り
。

こ
の
種
の
留
保
に
よ
り
、
他
の
条
約
当
事
国
は
、
留
保
を
表
明
し
て
い
る
国
が
ど
の
よ
う
な
義
務
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
の
か
、
お
よ
び
条
約
の
ど
(47) 

の
規
定
の
違
反
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
の
か
知
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
、
複
雑
か
つ
不
確
定
な
事
態
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
。

(48) 

「
で
き
る

(
m
a
y
)
」
と
い
う
表
現
は
、
留
保
の
許
容
性
を
含
意
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所



③
 

②
 
①
 で

は
、
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
性
格
の
留
保
が
許
容
さ
れ
な
い
と
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
す
べ
て
の
加
盟
国
は
、
人
種

差
別
撤
廃
条
約
へ
の
加
入
の
際
に
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
が
行
っ
た
留
保
（
シ
ャ
リ
ア
の
留
保
）
は
、
そ
の
一
般
的
性
格
に
よ
り
許
容
さ
れ
な
い
と

し
た
宣
言
を
、
共
同
で
起
草
し
個
別
に
送
付
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
最
近
の
実
行
で
は
、
「
横
断
的
」
留
保
は
、
国
際
法
上
許
容
さ
れ
な
い
と
さ
れ

(49) 

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
留
保
が
支
持
さ
れ
て
い
る
と
の
印
象
を
与
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

条
約
法
条
約
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
定
義
」
は
、
条
約
の
「
特
定
の
」
規
定
の
法
的
効
果
の
排
除
又
は
変
更
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
論
理
必
然

的
な
帰
結
と
し
て
、
留
保
は
、
条
約
全
体
の
法
的
効
果
を
排
除
し
又
は
変
更
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
点
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(50) 

案
一
・
一
・
四
は
、
条
約
法
条
約
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
定
義
」
と
矛
盾
す
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
「
で
き
る
」
と
い
う
用
語
は
、
許
可
又
は
承
認
の
意
味
を
意
図
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
不
適
切
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ

(51) 

い
て
は
、
概
ね
賛
同
が
得
ら
れ
た
。
そ
の
ほ
か
の
点
に
対
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
反
論
さ
れ
た
。

一
般
的
な
性
格
の
留
保
を
扱
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
「
横
断
的
」
留
保
を
扱
っ
て
い
る
。
「
横
断
的
」
留
保
は
、

(52) 

う
で
な
い
こ
と
も
あ
る
。

る
こ
と
で
、
か
か
る
留
保
が
許
容
さ
れ
て
い
る
と
の
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
の
で
、
「
定
義
」
か
ら
除
外
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
批
判
は
的
外
れ
で

あ
る
。
こ
う
し
た
批
判
は
、
「
横
断
的
」
留
保
が
条
約
の
趣
旨
及
び
目
的
と
両
立
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
条
約
法
条
約
の
適
用
上
留
保
で
は
な
い

(54) 

と
す
る
議
論
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
許
容
さ
れ
な
い
「
留
保
」
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。

国
家
が
、
「
横
断
的
」
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
留
保
を
拒
否
し
た
事
例
は
な
い
。
国
家
は
、
あ
ま
り
に
も
曖
昧
又
は
一
般
的
で
あ
る
と
い
う
理

(55) 

由
で
、
留
保
を
受
諾
し
な
い
。

こ
う
し
た
議
論
を
経
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
一
・
一
・
四
は
起
草
委
員
会
へ
送
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
起
草
委
員
会
は
、
当
該
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
に

(56) 

・
「
留
保
の
対
象

(
o
b
j
e
c
t
)

」
と
い
う
表
題
を
付
す
と
と
も
に
、
若
干
の
変
更
を
加
え
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
を
提
示
し
た
。
起
草
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
「
対

③
 

(53) 

「
横
断
的
」
留
保
が
、
許
容
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
と
定
義
の
問
題
は
別
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
定
義
」
に
「
横
断
的
」
留
保
を
含
め
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的
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と
も
あ
る
が
、
そ
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条
約
法
条
約
の
逐
条
コ
メ
ン
タ
リ
ー

留
保
の
許
容
性
の
問
題
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
を
、

象
」
と
い
う
用
語
が
誤
っ
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
は
留
保
の
内
容
を
扱
わ
な
い
こ
と
、
「
m
a
y
」
の
使
用
は
、

(57) 

コ
メ
ン
タ
リ
ー
で
明
確
に
述
ぺ
る
つ
も
り
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
起
草
委
員
会
案
に
対

し
て
も
、
若
干
の
議
論
が
あ
っ
た
が
、
結
局
、
解
釈
宣
言
に
関
す
る
次
会
期
の
審
議
に
照
ら
し
て
再
検
討
す
る
と
の
注
釈
を
付
し
た
う
え
で
、
暫
定
的
に

次
の
よ
う
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

「
一
・
一
・
一

留
保
の
対
象

留
保
の
対
象

（三）

留
保
は
、
条
約
の
一
若
し
く
は
二
以
上
の
規
定
、
又
は
よ
り
一
般
的
に
、
国
又
は
国
際
機
関
が
意
図
す
る
条
約
全
体
の
適
用
方
法
に
係
ら
し
め
る

(58) 

こ
と
が
で
き
る
」
。

そ
し
て
翌
年
の
会
期
で
、
起
草
委
員
会
は
、
次
の
よ
う
な
新
た
な
定
式
を
提
案
し
た
。

「
一
・
一
・
一

九
九

（
九
九
）

留
保
と
は
、
留
保
を
表
明
す
る
国
又
は
国
際
機
関
が
、
条
約
の
特
定
の
規
定
又
は
条
約
全
体
の
特
定
の
側
面
の
自
己
へ
の
適
用
上
そ
の
法
的
効
果

(59) 

を
排
除
し
又
は
変
更
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
を
い
う
」
。

起
草
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
こ
の
変
更
は
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
第
一
に
、
解
釈
宣
言
と
混
同
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
「
国
が
意
図

す
る
条
約
の
適
用
方
法
」
と
い
う
表
現
は
混
乱
を
招
く
原
因
と
な
り
う
る
。
第
二
に
、
「
条
約
全
体
」
と
い
う
表
現
の
使
用
は
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
が

含
め
よ
う
と
し
て
い
る
事
態
、
す
な
わ
ち
、
特
定
の
範
疇
の
人
、
物
、
事
態
、
特
定
の
状
況
な
ど
に
関
し
て
の
み
、
条
約
全
体
の
適
用
を
排
除
す
る
と
い

う
「
横
断
的
な
」
留
保
の
性
質
を
正
確
に
示
し
て
い
な
い
。
第
三
に
、
「
m
a
y
」
と
い
う
用
語
の
使
用
に
は
、
た
と
え
、
前
会
期
で
採
択
さ
れ
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
案
に
対
す
る
コ
メ
ン
タ
リ
ー
の
第
一
―
項
が
、
こ
の
用
語
は
、
許
容
的
な
意
味
、
す
な
わ
ち
、
国
及
び
国
際
機
関
が
「
行
う
権
利
を
有
す
る
」
こ

と
を
含
意
す
る
と
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
て
も
、
な
お
若
干
の
不
快
感
が
残
っ
た
。
「
条
約
全
体
の
特
定
の
側
面
」
と
い
う

表
現
は
、
横
断
的
留
保
が
、
特
定
の
人
、
物
、
事
態
な
ど
に
関
し
て
の
み
、
条
約
全
体
の
適
用
を
排
除
す
る
事
象
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
正
確
に
反
映
し
て

(60) 

い
る
。
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留
保
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対
象

に
関
し
て
、
条
約
全
体
の
」

結
局
、
特
別
報
告
者
は
、
「
条
約
全
体
の
特
定
の
側
面
の
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(61) 

し
か
し
、
こ
の
案
を
肯
定
的
に
評
価
し
た
委
員
は
少
数
で
あ
り
、
意
見
を
表
明
し
た
委
員
の
大
多
数
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
主
た
る
論
拠
は
次
の

た
と
え
「
特
定
の
側
面
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
条
約
全
体
の
法
的
効
果
を
排
除
し
又
は
変
更
す
る
こ
と
に
な
る
な
ら
ば
、
留
保
の
定
義

(62)

（

63) 

と
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
。
留
保
に
よ
り
、
条
約
全
体
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
「
全
体
」
を
削
除
す
る
の
が
最
善
で
あ
る
。

「
特
定
の
側
面
」
と
「
全
体
」
と
は
明
ら
か
に
矛
盾
す
る
表
現
な
の
で
、
「
特
定
の
側
面
」
を
「
条
約
全
体
に
関
連
す
る
事
項
に
関
し
て
」
に
置

(64) 

き
換
え
る
べ
き
で
あ
る
。

は
、
横
断
的
な
留
保
が
条
約
全
体
に
関
係
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
当
該
留
保
は
条
約
全
体
を
対
象
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
同
時
に
含
意

(66) 

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
後
者
の
場
合
、
も
は
や
留
保
で
は
な
く
、
条
約
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
を
拒
否
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
次
の
よ
う
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
一
・
一
・
一
が
暫
定
的
に
採
択
さ
れ
て
い
る
。

「
一
・
一
・
一
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h
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留
保
と
は
、
留
保
を
表
明
す
る
国
又
は
国
際
機
関
が
、
条
約
の
特
定
の
規
定
又
は
特
定
の
側
面
に
関
し
て
条
約
全
体
の
自
己
へ
の
適
用
上
そ
の
法

(67) 

的
効
果
を
排
除
し
又
は
変
更
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
を
い
う
」
。
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い
う
表
現
の
代
わ
り
に
「
特
定
の
側
面

(65) 

と
い
う
表
現
を
提
案
す
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
趣
旨

1
0
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